
・すべての市町村において相談窓口が開設され、２７／４２市町において消費生活相談員を配置
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岐阜県の消費者行政の体制
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岐阜県における消費者教育
～内容と実践～

岐阜県環境生活部県民生活相談センター



ライフステージ別・教育の場別消費者教育取組状況

特に若者／大学生 成人一般 特に高齢者・障害者

様々な気づきの体験を通じて、家族
や身の回りの物事に関心をもち、そ
れを取り入れる時期

主体的な行動、社会や環境への興
味を通して、消費者としての素地の
形成が望まれる時期

行動の範囲が広がり、権利と責任を
理解し、トラブル解決方法の理解が
望まれる時期

生涯を見通した生活の管理や計画
の重要性、社会的責任を理解し、主
体的な判断が望まれる時期

生活において自立を進め、消費生
活スタイルや価値観を確立し、自ら
の行動を始める時期

精神的、経済的に自立し、消費者
市民社会の構築に、様々な人々と
協働し取り組む時期

周囲の支援を受けつつも人生での
豊富な経験や知識を消費者市民社
会構築に活かす時期

学校等

家庭 　

地域

職域

※各期の特徴については、消費者庁作成の消費者教育の体系イメージマップの区分による

幼児期 小学生期 中学生期 高校生期

成人期

各期の特徴※

教育の場

消費者教育出前講座、新聞・ラジオによる広報啓発、見守りネットワークを活用した広報啓発、見守り者向け研修
（消費者教育出前講座開催費、高齢消費者被害未然防止啓発事業費、消費者教育担い手育成事業費、高齢消費者被害防止取組連携事業費※）

小中学生向け副読本（県教委）

学習指導要領に基づく教育

高校生向け副読本

ＰＴＡの家庭教育学級等を活用した啓発（県教委）

消費者教育出前講座

社員研修

消費者教育出前講座

消費者教育教員研修

若者向け副読本

幼児向け教材を活用した
広報啓発

幼児向け教材を活用した
広報啓発

若者向け教材を活用した
広報啓発（※）

消費者教育の目標

１ 「自ら考え自ら行動する」自立した消費者の育成

２ 「消費者市民社会」の形成

自らの消費行動が社会経済や地域環境に与える影響を自覚し行動でき
る消費者の育成

「岐阜県消費者教育推進計画」
平成26年3月策定 平成26～31年度（5カ年計画）

「消費者市民社会」とは （『消費者教育の推進に関する法律』第２条より）

消費者が個々の消費者の特性及び消費生活の多様性を相互に尊重しつつ、自
らの消費生活に関する行動が現在および将来の世代にわたって内外の社会経済
情勢及び地球環境に影響を及ぼしうるものであることを自覚して、公正かつ持続
可能な社会の形成に積極的に参画する社会をいう。



岐阜県の消費者教育の取り組み
１ 幼児向け教材の作成・活用

「みみんちゃんのおかいもの」 絵本、紙芝居、ぬり絵本の作成

県内80カ所の幼稚園・保育所・認定こども園を訪問し、読み聞かせ、体験活動の実施

◆ストーリー

幼児期の消費者教育として欠かせない体験である「おかいもの」
を題材に取り上げ、うさぎの「みみんちゃん」が、限られたお金で、
作り手のことや身近な家族やお友達の喜ぶ顔も考えておにぎりの
具材を購入し、みんなでおにぎりを作って食べるというストーリーで
す。教材を通じて、消費者として、商品の背景にある様々な側面に
気づき、選ぶことの大切さを理解することを目指しています。

◆ねらい
 お買い物に関心を持つ
 お買い物には目的があることを理解する
 お買い物にはお金がいることを理解する
 商品の売り手がいることを理解する
 商品には材料と作り手がいることを理解する
 商品を選ぶこととお金の使い方を考える

弁護士会
司法書士会

事業者
事業団体
労働者団体
消費者団体

老人クラブ
社会福祉協議会
障害者団体
地域包括支援センター
障害者支援団体

幼稚園
保育所
小中学校
高校、大学

消 費 者

幼児
小中学生
高校生
保護者
大学生

お客様
社員

高齢者

地域住民

障害者

学校等教育機関

法律専門家

企業・消費者団体

福祉関係団体等

市町村

消費者教育推進地域協議会

～ 消費者自身を含め、民間、行政それぞれが教育の担い手となり推進 ～

協議会の機能
・構成員相互間の情報交換及び調整
・計画策定、変更の審議

県

■学校 ・学校指導要領に基づく教育の充実

・部会等での研究活動、教材の作成

・学生や教職員を対象とした研修

■事業者 ・お客様への情報提供

・従業者に対する教育

・ＣＳＲ活動を通じての社会貢献

■消費者団体 ・地域での消費者教育の実施

・学校や事業者、ＮＰＯ等との連携

■福祉関係団体 ・地域の会合等の場を利用した教育

・家族や見守り活動をする人への教育

・障害者関係施設での講座等の開催

■法律専門家 ・学校や地域への講師派遣

・法律相談会等への協力

■市町村 ・消費者教育推進地域協議会の設置

・消費者教育推進計画の策定

・地域での講習会の開催や場の提供

各主体が取り組むべき内容

連携イメージ図

●多様な教育の担い手との連携



教育人材の育成・活用
教員向け研修
・小学校家庭科教育夏季ゼミナール

「家庭科における消費者教育」

講師：文部科学省初等中等教育局教育課程課教育調査官 筒井恭子

・県地理歴史・公民科担当者会議（高等学校）

「消費者市民社会を目指す消費者教育」

講師：静岡大学教授 色川 卓男

・中濃地区家庭・福祉担当者会議（高等学校）

「家庭科における消費者教育 環境教育・金融経済教育」

講師：岐阜大学教授 大藪 千穂

・幼稚園等新規採用職員研修

「幼稚園における消費者教育」

講師：岐阜大学教授 大藪 千穂

担い手育成研修
○消費生活相談員編

消費者教育を行う人のための手引き書（やってみよう！ひろめよう！消費者教育）を使った研修

○高齢消費者見守り者編

民生委員、福祉委員、見守り隊、介護福祉士など高齢者を見守る立場の方々に向けた見守りポイント

を学ぶ研修

２ 小・中学生、高校生期の消費者教育

○若者向き（大学生、新入社員）

・若者向け消費者トラブル対策本（作成中）

ゲームが大好き、お人好しでうっかりもののうっ

かリス君と、趣味は貯金と節約、お金を大切に使うしっかりものの

しっかリスちゃん。2匹は岐阜の街でお買い物を楽しみますが・・・

あらすじ（ＤＶＤ）

里菜と健太、２人は同じ高校に通っている同級生。

帰り道が同じなので一緒に帰ることも多い。

消費者トラブルに次々と巻き込まれる姉や兄の話をしながら、「自

分たちが二十歳を過ぎて消費者として契約するようになったら・・・」と

考えるようになる。

あらすじ

○高校生向き
・おっと落とし穴（消費者教育副読本）

○小・中学生向き
・消費者知識知っトクＢＯＯＫ（消費者教育副読本）

・消費者知識知っトクタウン（ＤＶＤ）



ご清聴ありがとうございました

高齢消費者被害防止推進モデル事業

事例

県内5圏域において重点取組市町を選定し事業実施
市町村＋社会福祉協議会+α で実施

見守り活動主体「近隣ケアグループ」（自治会主体の組織）

市⇒社会福祉協議会へ委託

・「高齢者見守り手帳」「見守り通報シート」の作成

・高齢者宅訪問の際の消費者被害に関するアンケート実施

・見守り担い手への消費トラブルに関する研修会開催（司法書士会

講師による座学と県消費者啓発推進員による出前講座（寸劇））


